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2025年4月30日、大阪・関西万博2025の大阪ヘルスケアパビリオンでMBT活動紹介を行う細井裕司理事⾧

１）奈良先端科学技術大学院大学との連携強化
２）MBTコンソーシアムの紹介活動
３）部会・支援活動
４）MBT特命教員特別講義
５）ベンチャー企業活動状況
６）アントレプレナーシップ
７）理事会
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１）奈良先端科学技術大学院大学との連携強化

2）MBTコンソーシアムの紹介活動

　奈良先端科学技術大学院大学（NAIST）と奈良県立医科大学は、1月27日（月）記者会見を開き
（写真1）、教育水準の向上、大学機能強化に資するとともに、医学、工学及び関連諸科学の緊密な
連携並びに競争の輪の拡大によるイノベーションの創出を通じて地域の発展に寄与することを目
的に、一般社団法人MSTeC NARAの設立を発表しました。NAIST学⾧の塩﨑一裕氏が代表理事
に、奈良医大理事⾧・学⾧の細井裕司氏が副代表理事に就任しました。記者会見に同席された山
下真奈良県知事は「両大学の連携強化は奈良県の産業力強化につながること」と期待を込め挨拶
されました。
そのMSTeC NARAが、3月26日付で阿部俊子文部科学大臣より「大学等連携推進法人」に認定さ
れました。「大学等連携推進法人」 は全国9例目ですが、医工連携を目的とした認定は全国初です。
5月20日には事業の一環で「NAISTﾒﾃﾞｨﾙｸｽ研究センター＆奈良医大連携ワークショップ」を奈良
医大で開催しました（写真2）。NAISTﾒﾃﾞｨﾙｸｽ研究センターは、NAISTの光、AI、バイオテクノロジー
技術を医療に展開することを目的に設立されたもので、MSTeC NARA との連携で、 MBTコンソー
シアム会員企業様の医学相談は、奈良医大の医学知識に加え、今後飛躍的な展開が予測されるAI
活用知識にまで拡大が可能となります。

写真1.１月27日MSTeC 
NARA設立記者会見より

写真2.５月20日ワークショッ
プ

〇大阪・関西万博2025
　奈良医大とMBTコンソーシアムは、「大阪・関西万博2025」に参加の機会を得ました。
・４月30日は、大阪ヘルスケアパビリオンのリボーンステージで、けいはんな学研都市グループの
　一員として参加し、近未来に向けてWell-Beingテーマに取り組む活動として、
　　１）細井裕司理事⾧　：「未来の健康⾧寿社会に挑む奈良県立医科大学のMBT活動」
　　２）梅田智広研究教授：「電力データとライフスタイルAI、MBTリンクが実現するスマートな未来」
　の2本の講演を行いました（写真3）。展示コーナでは、
　　ⅰ）ＭＢＴコンソーシアム活動・会員リストの紹介
　　ⅱ）ＭＢＴリンクヘルスケアシステムの描く未来
　　ⅲ）軟骨伝導が拓く未来社会
　の3本の動画をディスプレイで繰り返し再生してPRしました。
・６月10日から16日の1週間は、 奈良医大が大阪市内企業2社と連携して
　大阪ヘルスケアパビリオンで、試作機材の体験デモを通して未来のライ
　フスタイルを紹介しました（写真4）。
・7月28日～8月3日の1週間、関西パビリオン京都ブース（写真5）に参加出
　展し、奈良医大やMBTコンソーシアムの目指す産業創生や未来の健康
　見守りの姿を、動画再生を利用して紹介しました。

写真3.４月30日リボーンステ
ージにて発表する細井理事
⾧と梅田研究教授

写真4.６月10日ヘルスケアパ
ビリオンでの体験デモ 写真5.7月28日関西パビリオ

ン京都ブースでの展示

〇けいはんな万博
　6月13,14日　けいはんな万博「Well-Being Festival」に参加し、２題の講演、展示で奈良医大・
MBTの活動を紹介しました。講演（写真6）は、
　1）中村修平教授（奈良医大生化学講座）：「オートファジーによる健康⾧寿を目指して」
　2）梅田智広研究教授（奈良医大MBT 研究所）：「電力データとライフスタイルAI奈良医大MBTが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実現するスマートな未来」
展示は「バイタルと認知機能チェックを通して健康な未来づくり」と題して、①両手でハンドルを数分
握るだけで、疲労度や精神集中度、気分安定度、ストレス蓄積、睡眠深度等が測定できる「All in 
one」と、②ランダムに表示された数字順にペグを挿入しクリアタイムから認知機能を確認する「ペ
グ・アモーレ」を展示、参加者に体験してもらいました。加えて、健康意識高揚を狙いに結果データ
を解説しました。

〇開学80周年会場（奈良医大新キャンパス）
　奈良県立医科大学は、昭和20年4月に奈良県立医学専門学校として設立以来、令和7年度に開学80周年を迎え、令和7年4
月1日よりオープンした畝傍山新キャンパス（写真7）のお披露目もかねて、山下真奈良県知事はじめ200名超のご来賓をお
招きし記念式典の開催や記念講演、祝賀会が行われました。記念式典が行われた講堂入り口には、奈良医大開発活動展示
ブース（写真8）が設けられ、MBT活動展示ブース（写真9）では、奈良医大とMBTコンソーシアムが連携して行うMBT活動参
加を呼び掛けるアニメ映像再生や、医学の知識を基に、１）医のニーズを会員企業の技術で実現したMEP用弾性ストッキン
グ、２）企業シーズに医学的価値を見出した手指機能強化手袋、３）コロナウイルス感染予防の社会ニーズを奈良医大の医学
研究成果で実現した柿渋のど飴や銅合金蒸着マスク、を展示しました。

写真6.けいはんな万博にて
発表する中村教授と梅田研
究教授

MBTトピックスMBTトピックス
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3）部会・支援活動
〇スマートコミュニティ部会（世話役：関西電力㈱）
　2月19日（水）にWEB講演会を開催し、関西電力㈱太田晃嗣氏（写真10）により、昨年秋にオープ
ンしたうめきた2期地区開発で実施されたエネルギーマネジメント技術（省CO₂技術）の紹介が行わ
れました。講演では、3項目（表１）について、その具体内容が紹介されました。

項目 省CO₂技術 補助対象想定部分

③街区間エネルギー融通とエリア
エネルギーマネジメント

・地域冷暖房の導入により熱融通を行い、まち全体のエネルギー効率を向上
・非常時に都市公園へ電力融通を行い、まち全体の災害対応支援の機能を向上

①未来に繋ぐ最先端技術の導入に
よるCO₂削減

・国家戦略特区を活用した日本初の帯水層蓄熱を実装し、技術普及に貢献
・下水熱、地中熱を利用し、都市公園内での環境負荷を低減

・帯水層蓄熱
・下水熱利用、地中熱利用

②持続可能な社会に貢献する資
源循環インフラ導入

・建物との親和性を高めた省スペース型のバイオガスシステムの導入
・廃食油を再利用し、小型バイオディーゼル燃料として活用

・バイオガス発電
・小型バイオディーゼル

〇在宅遠隔医療部会在宅看護分科会
　6月7日（土）新キャンパス大講義室にて、第7回「わい和いNARA在宅サポート研究会」（会⾧：
奈良医大看護学科在宅看護学：小竹久美子教授：）が開催され、『災害時における在宅療養者の
支援』をテーマに、医療・看護や行政関係者約100名の参加の下でシンポジウムやパネルディス
カッションが行われました（写真11）。第7回の大会⾧を務められた池之畑直子氏（橿原訪問看護
ステーションやわらぎの郷所⾧）は“在宅療養者が増加する中で、南海トラフ地震等の自然災害
に備え、地域の医療・介護・福祉・行政のつながりが重要、そして日ごろ在宅療養者の病状やADL
、生活環境、家族背景等を踏まえ支援している訪問看護師は地域の資源を最大限に活用する準
備が必要であり本日は一緒に考えたい“と挨拶されました。
シンポジウムでは、在宅療養者に関わりを持つ行政・民間企業と、医療的ケア児ご本人の三者が
登壇し、以下のような話題を提供して会場から質問を受けました（表2）。

名前 役職、立場 提供した話題

本木隆規氏 奈良県福祉保健部医療政策局参事 大規模災害時の災害対策体制ICS（緊急時総合調整システム）

島勝　紅氏 リハビリ訪問看護ステーションルピナス統括看護部⾧ 奈良市の訪問看護ステーションにおける連携BCP

宮崎　響氏（写真12⑤）
生駒市内中学3年生
医療的ケア児（ラーセン症候群に羅患） 自らの災害時避難について

〇モバイルモニタリング研究会
　モバイル関連機器、モニター、ネットワーク、データベースなどを用いた患者の医療安全に関
わるテーマ を考える「モバイルモニタリング研究会」（代表世話人：辰巳満俊 奈良医大 医療の
質・安全管理センター⾧）が、2月8日（土）に奈良医大でハイブリッド形式で開催されました（写
真１２）。第2回目となる今回の研究会は「教育と安全管理」をテーマに、特別講演・教育講演、一
般演題、企業合同シンポジウム、の3部構成で行われました（表3）。今回はモバイルモニタリン
グに関する関心の高まりを受けて、奈良医大附属病院での会場参加者：22名、WEB参加者企
業：8社、地域病院施設：7施設と第1回目に比して大幅な増加となりました。

特別講演 「蘇生教育」 下川 充 氏（市立奈良病院 病院⾧）

教育講演 「学生に医療安全を教えるということ」 辰巳満俊 氏（奈良医大附属病院 副院⾧）

一般演題

波形連携システム-tsunagu-つなぐ～循環器病棟に導入して～ 堀川勝代 氏（奈良医大附属病院)

波形連携システムつなぐの活用と今後の課題についての検討 吉田真希 氏（奈良医大附属病院)

医療機器における教育と安全管理 小西康司 氏（奈良医大附属病院)

インシデント・アクシデント報告で影響度レベル３ｂ以上の麻酔関連合併症の発生頻度の調査

アラーム疲労に対する生体モニターメーカーの取り組み 日本光電工業株式会社

急変時の前兆を知る～生体情報モニターを活用したRRSについて～ フクダ電子株式会社
企業合同

シンポジウム

惠川淳二 氏（奈良医大附属病院)

写真7.奈医大畝傍山新キャンパス 写真8.奈医大開発活動展示ブース 写真9.MBT活動展示ブース

写真10.関西電力㈱太田晃嗣氏
表1.講演にて紹介された３項目

表2.三者が提供した話題

表3.第2回モバイルモニタリング研究会演題

写真12.モバイルモニタリング
研究会の様子

写真11.研究会チラシ
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〇㈱三笠の「にぎるくん」が「関西ものづくり新撰2025」特別賞受賞！
　1月24日（金）、近畿経済産業局は、関西の中小企業が新たに開発した製品・技術等を「関西ものづく
り新撰2025」として独創性・市場性・信頼性を備えた新しい製品や技術等28件を選定し、その中から最
優秀賞1件、特別賞7件が選ばれ、㈱三笠（MBT会員）と奈良医大の共同開発の「にぎるくん」（写真13）
が特別賞を受賞しました。

〇㈱タカギの「浮腫用ふくらはぎサポーター」がMBTロゴマーク認定！
　7月3日（木）のMBTロゴマーク審査委員会（審査委員⾧：渡辺好章 同志社大学名誉教授）において、
開発商品はMBTロゴマークの使用許諾条件を満足する製品として認定されました。女性用インナーウエ
アメーカの㈱タカギ（代表取締役 髙木麻衣：奈良県橿原市）と奈良医大（リハビリテーション医学講座 教
授： 城戸顕、在宅リハビリテーション医療システム学 准教授：石田由佳子）は、2023年5月からリンパ浮
腫や静脈浮腫患者の圧迫療法に適した下肢用弾性着衣「浮腫用ふくらはぎサポーター」（写真14）の開
発に取り組んできていました。

4）MBT特命教員特別講義

⾧榮周作　特命教授
（パナソニック㈱特別顧問）
4月21日

「剣道と経営」

・本年75歳、世間では「後期高齢者」だが、私は「光輝高麗者」と考えて進化したい。
世の中の変化に合わせて自らも変わっていかねばならない。
・剣道は人間形成道であり、まず人を作る企業の考えにも通じるもの。
・人として、自ら考え目的に向かって行動する「自律・考動」でありたい。
・“適応性知性”の重要性を知って欲しい。私は、守りを基本、自分の殻を破る、自分流
を作る、の 「守破離」を座右の銘としている。
・剣道は“攻防一体”で勝負する。触刃の間合いと交刃の間合い（生死の間合い）の
兼ね合い（模擬刀を使って実演）。
・知恵：正しく処理する力、知性：答えが無い問を問い続ける力、を養って欲しい。

 川本恭治　特命教授
（城南信用金庫前理事⾧）
4月28日

「信用金庫を知っていますか！？」

・城南信用金庫は80周年を迎え、預金額4兆円で国内第2位の規模。東京、神奈川が
営業圏で86支店を擁す。
・少子高齢化、キャッシュレス化、DX,AIの進化などで預金量が減少、大口取引が無
い、若年層取引が無いなど、信用金庫を取巻く環境は激動の時代が到来。
・しかし、城南信用金庫は、“お困りごとは何ですか”“あらゆる悩みをワンストップで
解決”の営業スタイルに徹して、営業成績を伸ばしている。
・14年前の東日本大地震をきっかけに中小企業商談の場として「“よい仕事おこし”
フェア」を始めた。また、困っている人を助ける取り組みも続けている。
・信用金庫は商売に困っている人を助ける、学生の皆様は将来病気で困っている人
を助ける、同じ立場で明るい社会、日本を作っていこう。
・私のモットーは“出会いこそ財産”だ。世の中には素敵な人がいっぱいいる。

森雅彦　特命教授
（DMG森精機㈱社⾧）
5月26日
 「MX～DMG森精機の
経営ビジョン～」

・受験勉強を終えた今、英語は絶対に忘れずに、日常会話はフレッシュなうちに磨く。
・加えて、海外の人と機嫌よくお付き合いができるマナー（服装、食事、振舞）を固め
る。
・「体力」「気力」「学力」のバランスと「知識・知恵」世間に愛されるキャラクターを備え
、鬱にならないように。
・「即今：すぐやる」「当処：解決できることからやる」「自己：自分でできることからや
る」。
・「よく遊び」「よく学び」「よく働く」。

コシノジュンコ　特命教授
（ファッションデザイナー）
6月16日

「人生は元気がすべて、異業種の
　　　ヒトとの出会いを大切に！」

・人生は元気がすべて、健康でなければ何もできない。
・人のためになることができ、人に喜んでもらえて、初めて成功。
・異業種のヒトとの付き合いは面白い、私は異業種のお友達を大切にしている。出会
いは宝、出会いはクリエィティブ。
・すべてはセンスで決まる。センスの良い人は格好良い、状況判断ができる、繊細な
バランスが重要。
・感性を磨くのは、興味があるかないかの自身の反応。
・人生の教訓は、か、き、く、け、こ。（か）感謝すること、（き）希望を持つ、ビジョンを持
つ、（く）くよくよしない、堂々とする、（け）健康、生きる基本、（こ）行動、思ったら行動
する。

写真13.「にぎるくん」

写真14.「浮腫用ふく
らはぎサポーター」
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梅岡比俊　特命講師
（医療法人梅華会理事⾧・医師）
7月7日

「医師の視点から考える
　　　起業家精神」

・1999年に奈良医大を卒業、2008年に耳鼻科クリニックを西宮市で開業を皮切りに、
現在12のクリニックを擁し年間17万人の患者を診る医療法人梅華会に成⾧させた
理事⾧の梅岡比俊氏が医学科1年生に、ご自身の起業体験と築いてこられた人生観
を講義されました。
・冒頭、細井裕司理事⾧は、今後の少子化、人口減の時代には医師免許資格に加え
人生を切り開く挑戦が必要、梅岡先輩の生き様に学んで欲しい、と挨拶されました。
・梅岡比俊氏は、温暖化、アレルギー、心の病、食事など、幅広い話題の諸課題をとり
上げ、医療だけを見ていると見え難い、ものの見方、考え方を披露され、心の健康の
豊かさを実現し日本の未来を明るくすることがミッションであると、1年生を激励され
ました。

5）ベンチャー企業活動状況
MBTリンク株式会社（代表取締役：梅田智広氏［奈良医大研究教授］）
〇1月29日、MBTリンク㈱は分散型エッジデータセンターを開発・運用するQuantum Mesh ㈱（東
京都中央区、代表取締役：篠原裕幸）とAI・IoTの利用促進に向けて業務提携することをホームペー
ジで発表しました（https://www.mbtlink.com/news/）。データセンターを活用してMBTリンクサー
ビス蓄積データの解析を行っていきます。
〇MBTリンク㈱は４月から、沖縄県南城市（市⾧：古謝景春氏）で地域の通信事業者と連携して、こ
れまでの電力データに加え水道データをも取り込むことで分析精度を高める実証実験に取組むこ
とを、3月19日南城市内での記者会見で明らかにしました（写真15）。南城市では2021年から水道の使
用状況から高齢者を見守る事業を地域の通信事業者と進めていましたが、MBTリンク㈱が進める電力
データ分析情報も加えて、より詳細な分析で高齢者が安心して暮らせるまちづくりをと期待を寄せられ
ています。
〇6月27日（金）、ＭＢＴリンク㈱は熊本県宇土市（市⾧：元松茂樹氏）と、電力使用データを活用して住民
の体調変化を察知する「ライフスタイルセンシング」の活用に関する調査を行うため、包括連携協定を締
結しました（写真16）。電力データを基にした生活リズムの把握や体調の異変の早期察知を通じて、地域
における見守り体制の強化と健康⾧寿の延伸を図り、宇土市が目指す「健康を基盤とした持続可能
な街づくり」の実現に貢献することが役割となります。宇土市は、熊本市の南にあって有明海にも面し
対岸には島原半島を臨み、また天草にもつながる人口約3.6万人の小都市です。

MBTリンク株式会社とモルミル株式会社（代表取締役：森英一朗［奈良医大准教授］）
〇関西イノベーションイニシアティブ（KSII）は、経産省が実施の産学融合先導モデル拠点創出プログラ
ムであり、特徴ある大学の多彩な技術シーズを起点に、社会課題を解決するソリューションやゼブラ企
業（利益を生み出し成⾧するベンチャービジネス）を創出し、健康で豊かな暮らしを可能にする持続可
能な社会の実現を目指しています。その一環で、KSIIは産業・金融・投資機関・行政等の各界の関係者
がスタートアップへの支援や共創に向けた活動の役立ちに向け、関西における大学発スタートアップ
集（写真17）を制作し、現時点で125社が掲載されています。その中で「ヘルスケア・医療機器・ライフサ
イエンス』の区分において、奈良医大発ベンチャーのモルミル㈱（頁39, WEBサイトPage47）とMBTリ
ンク㈱（頁51,WEBサイトPage59）の2社が掲載されています。詳細はURL（https://my.eb-
ook5.net/ksii/StartupsCollection/）からご確認下さい。

株式会社MBTジョブレオーネ（代表取締役：岡山弘美氏）
〇6月６日、㈱MBTジョブレオーネは奈良医大障害者雇用で蓄積した実績とノウハウを基に起業し
た奈良医大発ベンチャーで、全国企業の障害者雇用に関するアドバイスや業務指導をビジネスに活
動をしています。その一環で、岡山弘美代表取締役の仲介で、本田技研工業㈱鈴鹿製作所の障害者
雇用に関わるスタッフ10人が社用バスで奈良医大を訪れ、奈良医大で働く障害者の勤務現場に入
り状況視察と交流を行いました。視察に於いて、スタッフ10人は奈良医大障害者が行う看護助手補
助業務、清拭タオル折り、単発業務等を、障害者の指導の下で共に実習体験も行い、その正確で優
秀な働きぶりに驚かれ“ホンダの社員にならないか“と勧誘される一コマもありました（写真18）。

6）アントレプレナーシップ
奈良医大　辰巳公平氏（血栓止血先端医学講座 准教授）がKSAC-GAPファンドに採択
　国立研究開発法人科学技術振興機構（通称JST）のスタートアップ・エコシステム共創プログラムのプラットフォームである
関西スタートアップアカデミア・コアリション（通称 KSAC）が実施の2024年度第２回KSAC-GAPファンドに、奈良医大血栓止
血先端医学講座の辰巳公平准教授の応募課題が採択されました。採択区分はStep1,IV（Idea Verification）の支援金額500
万円です 。奈良医大では、先に採択の柳生貴裕氏（口腔外科学講座 講師）に続き2例目となります。採択課題名は「血友病A
根治に向けた同種他家FVIII産生細胞による細胞治療法の確立」です。

写真16.元松宇土市
⾧と梅田研究教授

写真15.記者会見する
梅田研究教授　　　

写真17.関西における
大学発のスタートアッ
プ集

写真18.岡山社⾧と奈良
医大障害者スタッフ
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7月18日 、デロイトトーマツグループが推進の“起業家教育プログラム”を奈良医大で開催
　奈良医大では、細井裕司理事⾧から医療研究者や学生に向けてアントレプレーナシップの勧めが説かれ、JST（科学技術
振興機構）の支援を受けたKSAC-GAPファンド事業にも積極的に参加し、2024年度で2件採択されるな
どスタートアップの機運が高まりつつあります。これらの背景の下、奈良医大産学官連携センターと
MBTが連携してデロイトトーマツの「UPDATE EARTHプロジェクト※」に参加し、7月18日（金）にデロイ
トトーマツグループの中島仁氏を講師にお招きし「INNOVATION PROGRAM」を開催しました（写真19
）。中島氏から、グローバルで経済を牽引しているのはスタートアップからスタートしたユニコーン企業で
あり、その数はアメリカの739社が断トツで日本は8社しかなく世界から遅れをとっている現状の説明が
ありました。起業に関心を持つ約30名の参加者は、熱心にメモをとり大きな刺激を受けました。

※UPDATE EARTHプロジェクトとは・・・
　デロイトトーマツグループのデロイトトーマツベンチャーサポート株式会社が行うプロジェクトで、スタートアップ支援・新規事業創出支援・官公庁や自治体との連携によるイノベ
ーターの育成支援等を軸に、イノベーションを加速させるための事業です。内容は、日本全国の児童・学生から社会人までを対象に起業家育成講座を行い、起業に向けた裾野を広
げ、様々なビジネスコンテストと連携して、ビジネスアイデアを全国から集め、支援すべき起業家の発掘と事業拡大を支援するものです。その具体的取り組みは3つのサイクルで進
められており、①育成：学生から社会人まで幅広い層に起業家教育を実施、イノベーターの増大を図る、②発掘：地球をUPDATEするアイデアを全国から多数集め、支援や成⾧させ
るべき起業家を発掘する、③成⾧：受賞者を“Born Globalな勝たせるべき起業家”として事業成⾧環境を用意し、出資やPRなど多様な事業成⾧支援を実施する、というものです。

7）理事会

難病克服キャンペーン難病克服キャンペーン
希少な疾患ゆえに社会から孤立しがちな難病患者の苦境を多くの人に理解いただき、難病研究者や治療に携わる人々を支援
する「MBT難病克服キャンペーン」を推進しています。主に下記の4本柱で取り組んでいます。
１）独自の紹介やアイデアをもって協賛していただける企業の募集
２）難病に対する理解を深めていただくための”WEBセミナー”の実施
３）難病に立ち向かう人々を勇気づけ応援する”MBTみんなで守るいのちの映画祭”の開催
４）難病克服支援のためのMBTコンソーシアムへのご寄附の受付

1）難病克服支援ＷＥＢセミナー

　3月19日に第５回２０２４年度理事会、５月２８日に第１回２０２５年理事会を開催、２０２４年度決算、２０２５年度事業計画、２０２５
年度役員体制を決議しました。2025年度の事業計画、収支計画、役員体制は以下になります。

２０２５年度事業計画

◆主要事業活動
　新産業創出・新製品開発、健康まちづくり、社会貢献、の３
つの活動でMBTの社会的価値向上を目指す
◆そのために
１．奈良医大医学知識の積極活用が行える国内唯一無二の
　MBT活動を広く社会に広報し、部会活動を通して事業活動
　を実施、加えて会員の拡大を目指す
２．MBTロゴマーク付与による新製品開発事業化支援
３．奈良医大発ベンチャー企業伴走支援
４．積極的な展示会参加、広報活動

＊主要部会の活動計画
１）産学金連携・ﾌﾘｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ部会：奈良医大と会員間のﾆｰｽﾞ･  ｼｰｽﾞﾏｯﾁﾝｸﾞ
　をより拡大継続。新キャンパスで会員会議を開催する。
２）抗老化部会：サプリメント、食品、抗老化機器等、関連企業との連携テーマ
　発掘を継続。
３）通信部会：新たな通信技術やオンライン診療手段の組み合わせで、災害時
　医療を提案。
４）万博テーマ部会：大阪・関西万博やけいはんな万博に参加し、MBTの未来
　活動を提案。
５）ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ部会：先進事例の紹介、うめだ2期エネルギーマネージメント見
　学会を計画。
６)難病克服部会：協賛企業募集、WEBｾﾐﾅｰ、MBT映画祭を計画。

２０２５年度収支計画

◆収入計画
会費収入　１８０口×5万円　　  900万円
繰越金、連携活動費、雑収入　 1760万円

　　　　　　　　　　合計　 2660万円

◆支出計画
広告宣伝費（ｼﾞｬｰﾅﾙ印刷、広告）　　　  25万円
事業活動費（ｾﾐﾅｰ、映画祭、その他）　1390万円
事業運営費、次年度繰越　　　　　  1245万円
　　　　　　　　　　合計　　       2660万円

２０２５年度役員体制

理事⾧　細井　裕司　公立大学法人奈良県立医科大学
理事　　井垣　貴子　㈱健康都市デザイン研究所
理事　　柄澤　忍　　クオール㈱
理事　　岸本　剛清　富士通Japan㈱
理事　　中村　裕治　関西電力㈱
理事　　北　恭幸　　近鉄グループホールディングス㈱
理事　　中岡　正一　奈良県庁
理事　　近澤　紀文　橿原市役所
理事　　木村　茂和　公立大学法人奈良県立医科大学
監事　　東　晋也 　㈱南都銀行

　9月6日（土）、第9回MBT難病克服支援WEBセミナーを開催します。今回のテーマはALS（筋萎縮性側索硬化症）に関する話
題です。参加お申込みはこちら⇒〈https://pro.form-mailer.jp/fms/87749592332705〉

【第一部】「ALS治療の現状と近未来展望」
漆谷　真

（滋賀医科大学　医学部医学科⾧ 
　内科学講座 脳神経内科　教授　 　
　神経難病研究センター　
　　　　臨床研究ユニット教授）

【第二部】「映像メディアで難病ALSを伝える」
毛利　哲也

（株式会社フレックス　ディレクター
　ドキュメンタリー映画
　　 ”NO LIMIT, YOUR LIFE” 監督）

写真19.講演をする中島
仁氏
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AIによる外国語の行方

　外国語に苦労された方は多いと思います。企業の方は、使用説明書の英語、ドイツ語、アラビア語を和
訳、またはその逆に翻訳するなどの業務が多かったと思います。自分で翻訳されることもあったと思いま
すが、専門職の方に依頼することもあったでしょう。その場合、コストと時間を要します。
ところが、最近はこのようなことをされている方はほとんどおられないのではないでしょうか。つまり10ペ
ージぐらいの日本語の文書を外国語訳したり、逆に外国語の文書を和訳するのは10秒でAIが行ってくれます。
医学の世界でも、国際学会において、英語で発表し、聴衆は英語で理解するのが当たり前になっていました。おそらく数
年で、発表者は母国語で発表し、聴衆はそれぞれの母国語で聞くことになると思います。その時奈良医大・MBT発の技術

「軟骨伝導イヤホン」がAI通訳語も両耳で、周囲の音も両耳で普通に聞けるので、世界標準仕様になると思います。
奈良医大では本年度中にAIセンターの中に2講座を開設します。メディカルAI研究でトップを目指します。会員企業様と共
同研究が出来ましたら幸いです。

2）MBTみんなで守るいのちの映画祭
〇奈良医大で神経難病ALS患者の武藤将胤氏の生きざまを映画化した「NO LIMT, YOUR LIFE」上映会
開催
　3月21日、奈良医大に武藤将胤氏（写真20）と、武藤氏の生きざまに感動し難病患者
を勇気づけるドキュメンタリー映画「NO LIMIT,YOUR LIFE」を撮った映画監督：毛利
哲也氏（写真21）、発声できなくなった武藤将胤氏の自身の登録済み音声で会話を可
能とする視線入力コミュニケーションツールを開発提供した㈱オリィ研究所：吉藤オリ
ィ氏（写真22）の3人をゲストにお迎えし、杉江和馬 奈良医大脳神経内科学教授の進
行の下、上映会とトークセッションを行いました。
　会場には、奈良医大医学科3年生の学生約100人、一般市民から参加希望のあった
約100人が熱心な眼差しで映画鑑賞と、その後に行われたトークセッションに聞き入りました。5年前に難病
克服キャンペーンを提唱した細井裕司理事⾧からは、今回のイベントは難病患者ご自身の登壇と、難病治療
の勉強を始めた学生と、難病に深い関心を示す一般市民の参加で、難病克服キャンペーンにふさわしい勇
気と感動を与えるイベントとなったと賞賛の言葉をいただきました。また本イベントは杉江和馬教授の学生
授業の一環で行ったことから、上映前に難病ALSに関する医学講義で基礎知識を得て映画鑑賞ができまし
た。

〇「難病になっても展（主催：東難連）」で難病克服MBT映画上映会開催
　NPO東京難病団体連絡協議会（通称：東難連）は5月21日、開催
中の「難病になっても展」で、東京都立中央図書館をお借りして、約
30人の観覧参加者の下で難病克服支援MBT映画祭の入賞作品
上映会を開催しました（写真23）。冒頭、「わたしのいる場所」作品
監督の中村雄貴氏が作品の制作意図やMBT映画祭の趣旨をお
話し下さいました（写真24）。

〇MBT映画祭「“みんなで守るいのち”をテーマにトークセッション
とMBT映画作品を上映」
　奈良医大とMBTコンソーシアムは連携して６月１３、１４日にけい
はんな万博「Well-Being Festival」に参加、”みんなで守るいのち”
をテーマにトークセッションとMBT映画作品を上映しました。
トークセッションは、山本浩之フリーアナウンサー（写真25）の司会
のもと、細井裕司奈良医大理事⾧（写真26）と山田法胤薬師寺⾧
老（写真27）と谷口雄一郎木津川市⾧（写真28）がセッションに参
加されました。細井裕司奈良医大理事⾧からは、MBT難病克服キャンペーンを始めた経
緯と、その一環で“みんなで守るいのち”をテーマのMBT映画祭実施の内容を紹介、山田
法胤薬師寺⾧老からは、神道も仏教も疫病を治めるのが目的で薬師寺は持統天皇病気
平癒祈願で建立された歴史ほかを紹介、谷口雄一木津川市⾧は、住民の命と財産を守る
ことが行政の使命であるとして、木津川市の取組を紹介され、１時間に亘るトークが繰り広
げられました。
　約1時間のトークセッション後に、本年1月18日の「第4回みんなで守るいのちの映画祭」
での入賞作品5本を上映しました（写真29）。

写真20.武藤正胤氏 写真21.毛利哲也監督

写真22.吉藤オリィ氏

写真23.上映会の様子 写真24.中村雄貴監督

写真27.山田法
胤薬師寺⾧老

写真28.谷口雄
一木津川市⾧

写真29.MBT映画作品の上映の様子

写真25.山本浩
之ｱﾅｳﾝｻｰ

写真26.細井裕
司理事⾧
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2025

関西
90社（60%）

首都圏・関東
50社（33%）

中京
4社（3%）

愛知4社香川1社

福井1社

富山2社

大阪　　41社
奈良　　44社
京都  　　2社
兵庫  　　2社
和歌山  　1社 東京　　41社

神奈川　  6社
千葉  　　1社
栃木  　　2社

全国
14都府県

静岡3社

（2025.7.23.現在：151社）

㈱イムラ、㈱奥村組奈良支店、㈱きんでん奈良支店、㈱グッドライフ、グリーンアーム㈱、㈱崎山組、積水ハウス㈱、
大和ハウス工業㈱、大和リース㈱、㈱内藤建築事務所、㈱中尾組、松田電気工業㈱、㈱松田平田設計、㈱ライフアートプランテック 14
石井物産㈱、㈱井上天極堂、江崎グリコ㈱、カンロ㈱、三和澱粉工業㈱、髙山製菓㈱、UHA味覚糖㈱ 7
㈱オーエムスポーツ、㈱サンロード、㈱島田、SUMINOE㈱、㈱タカギ、㈱高木包装、㈱ハヤシ・ニット、㈱Bonrich、㈱三笠、
モード・ユーニット工房㈱、ラック産業㈱ 11
SBカワスミ㈱、㈱テクノーブル、ナノソリューション㈱、明晃化成工業㈱、山本商事㈱ 5
㈱オキシキャリア、クオール㈱、㈱グランソール免疫研究所、佐藤薬品工業㈱、新大和漢方㈱、積水メディカル㈱、中外製薬㈱、㈱ツムラ、
ロート製薬㈱ 9
グローリー㈱、ＫＴＸ㈱、シンクス㈱、㈱タカゾノ、㈱タカトリ、DMG森精機㈱ 6
アイワ㈱、㈱オーディオテクニカフクイ、㈱コムテック、㈱CCHサウンド、シャープ㈱、ティ・アール・エイ㈱、富士通Japan㈱、和光電研㈱ 8
エア・ウォーター㈱、㈱M-aid、㈱オークバイオテック、キヤノンメディカルシステムズ㈱、㈱ケアコム、大研医器㈱、テルモ㈱、
TOPPAN㈱、奈良精工㈱、バイオゾーンメディカル㈱、㈱ビーイージー、フクダ産業㈱、富士フィルムメディカル㈱、㈱メディパルホールディングス 14
あけぼの化成㈱、エクレール㈱、カナサシテクノサービス㈱、グラストップ㈱、㈱K&S、三友商事㈱、昭和西川㈱、㈱ゼノン、大建工業㈱、
日本ファイリング㈱、㈱半導体エネルギー研究所、㈱モンベル、やまと真空工業㈱、レック㈱ 14

㈱電響社 1
城南信用金庫、損害保険ジャパン㈱、東京海上日動火災保険㈱奈良支社、奈良中央信用金庫、㈱南都銀行、日本生命保険(相)、㈱三井住友銀行 7
㈱フクダ不動産 1
近鉄グループホールディングス㈱、五條メディカル㈱ 2
㈱イングリウッド、NTT西日本㈱奈良支店、㈱MBT保健医療衛生研究開発機構、近鉄ケーブルネットワーク㈱、㈱三技協、㈱産業経済新聞社、
Takusu㈱、日新ネットワークス㈱、ピクシーダストテクノロジーズ㈱、㈱三菱総合研究所、（一社）無線LANビジネス推進連絡会、
㈱読売新聞大阪本社

12

大阪ガス㈱、関西電力㈱、大和ガス㈱、奈良電力㈱ 4
㈱飛鳥FC、㈱アリエル、㈱SRA、(特非)MBT奈良画像診断IVR支援ネットワーク、えん税理士事務所、㈱オークソリューションズ、環境衛生薬品㈱、
北関東綜合警備保障㈱、グランドメルキュール奈良橿原、㈱健康都市デザイン研究所、（一財）弘済会、㈱小山、㈱サンスバル、
シェラトン都ホテル大阪、社会システムデザイン㈱、セコム㈱橿原支社、㈱ディー・エヌ・エー、㈱ドクターネット、㈱ドトールコーヒー、
㈱奈良ホテル、（一社）日本オートファジーコンソーシアム、（同）force、ヘルスグリッド㈱、明豊ファシリティワークス㈱、
メディケア・リンク㈱、ロイヤルコントラクトサービス㈱、㈱ローソン奈良支店、ワタキューセイモア㈱

28

（医）梅華会、MBT感染対策支援コンサルティング㈱、橿原市、東急㈱東急病院、（一社）奈良経済産業協会、奈良県、奈良県立医科大学、
奈良友紘会病院 8

奈良県立医科大学と共に、医学を基礎とする安全、安心のまちづくりを通じて、社会に貢献するMBTコンソーシアム会員
151企業・団体（業種別で記載）

２０２５年７月23日現在のものです

　MBTコンソーシアムは、2016年４月に57会員で発足、2017～2019年は微増、2020年にはコロナ禍対策等の取り組みの
為に評価や商品化を希望する企業で会員は一気に228社まで増えましたが、コロナ禍収束と共に減少し現在は１５１社です。
会員企業本社分布は、東京都41社、大阪府41社をはじめ、全国14都府県となっています。


